
症例
50歳代, 女性

【現病歴】

健康診断で尿潜血陽性を指摘され、腹部超音
波検査で右腎に3.8 cm大の乏血性腫瘤を指摘さ
れた。MRIで、同腫瘤はT2強調画像で低信号、

造影で緩徐に漸増する造影効果を呈した。乳頭
状腎細胞癌が疑われ、右腎摘除術が施行され
た。



患者情報
【既往歴】
下肢静脈瘤

【家族歴】

特記事項なし

【服薬歴】

ワーファリン



【血液検査結果】

WBC 3.70×10³/μL

RBC 4.44 ×10⁶/μL

Hb 13.8 g/dL

Ht 42.6 %

MCV 95.9 fL

MCH 31.1 pg

MCHC 32.4 g/dL

PLT 237 ×10³/μL

生化学

TP 7.9 g/dl

Glu 105 mg/dL

T-Bil 0.6 mg/dL

ALP 276 U/L

T-Cho 199 mg/dL

γ-GT 17 U/L

LD 202 U/L

Alb 4.8 g/dL

ChE 435 U/L

ALT 13 U/L

AST 22 U/L

CRE 0.60 mg/dL

eGFR 80.7 mL/min/1.73 m²

UN 10 mg/dL

UA 3.5 mg/dL

CRP 0.04 mg/dL

Na 142 mmol/L

K 4.0 mmol/L

Cl 106 mmol/L

IP 3.5 mg/dL

Ca 9.1 mg/dL

血算



【尿検査結果】

色調無色

pH 7.0

蛋白 (-)

糖 (-)

ケトン体 (-)

ビリルビン (-)

潜血 (1+)

ウロビリノーゲン Normal

比重 1.004

定性 沈査

FCM赤血球 4 /HPF

FCM白血球 0 /HPF

FCM上皮 1 /HPF

FCM円柱 0 /LPF

FCM細菌 (-)



T2WI 造影T1 141s

造影T1 195s 造影T1 284s







腎臓のサイズ：
10.0×6.2×5.3 cm

腫瘍の最大径：
3.7×3.4 cm



















鑑別診断
•混合性上皮間質性腫瘍
•先天性間葉芽腎腫

•上皮性嚢胞成分を持つ血管筋脂肪種(AMLEC)

•平滑筋腫
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小括１
•割面は白色調で、一部嚢胞様構造を認める。

•組織学的に、膠原線維や異型の乏しい紡錘形
細胞で構成された間質と、大小様々な腺管で構
成されている。

•被膜はないが、境界は比較的明瞭。



小括２

上皮 間質

α-SMA － ＋

Caldesmon － ＋

CD10 focal focal

CD34 － ＋

Desmin － ＋

WT-1 － ＋

上皮 間質

ER － ＋

PR － ＋

Pax-8 ＋ －

GATA-3 focal －

HMB-45 － －



最終診断

混合性上皮間質性腫瘍
(Mixed Epithelial and 

Stromal Tumor)



Mixed Epithelial and Stromal Tumor
【概念】

•成熟した上皮成分と間質成分が増殖する腫瘍

•Mixed epithelial and stromal tumor familyは、嚢胞成
分が主体の場合をAdult cystic nephroma、充実性増
殖主体のものをMESTと分類している。

•元々あったCystic hamartoma of the renal pervisや
Adult mesoblastic nephroma、Multilocular cystic 
nephroma with ovarian-like storoma等の疾患と同一
の範疇の腫瘍。



Mixed Epithelial and Stromal Tumor
【疫学】

•発生頻度は稀。

•中年に好発し、男女比は男：女＝１：７。

•男性例ではホルモン療法を受けた既往を持つ場合
が多く、ホルモンとの関係性が示唆されている。

【症状】

•基本的に無症状であり、偶発的に発見される。

•腹痛、腰背部痛、血尿などを自覚する場合あり。



Mixed Epithelial and Stromal Tumor
【肉眼所見】

•主に腎髄質内に発生するが、腎盂内に発生する

場合もある。

•境界明瞭な腫瘤として認められる。割面は嚢胞と

充実性成分が混在しており、白色あるいは黄白

色で出血や壊死は一般的には見られない。



Mixed Epithelial and Stromal Tumor
【組織所見】

•間質成分の中に大小の腺管(嚢胞状あるいは小腺管
の集簇)の介在を認める。

●上皮成分

•腺管を構成する細胞は異型に乏しく、鋲釘状細胞や
立方状ないし扁平な上皮細胞が見られる。

•時に卵管上皮のように線毛細胞を混じた上皮や、子
宮内膜、子宮頸部円柱上皮、扁平上皮、腸上皮など
の性格を示したものも報告されている。



Pathol. Res. Pract. 196: 265-268 (2000) 



Mixed Epithelial and Stromal Tumor
【組織所見】

●間質成分

•間質細胞は紡錘形で、一般的には核異型に乏しく核
分裂像はほとんど見られない。

•細胞密度が高い部位では卵巣間質あるいは孤立性
線維性腫瘍のように見える。

•細胞が疎な部分では膠原線維に富み、時に硝子化を
示す。

•時に平滑筋分化や、脂肪細胞の混在を認める。



Am J Surg Pathol 2016;40:1538-1549



Mixed Epithelial and Stromal Tumor
【免疫組織学的所見】

•間質細胞や上皮細胞はERやPRが陽性になること

が報告されている。

•間質細胞はVimentin陽性であり、平滑筋分化が

ある場合はα-SMAやDesminも陽性になる。

•HMB-45やS-100は陰性であり、CD34も陰性になる

ことが多い(HMB-45はAMLECで陽性)。



Am J Surg Pathol 2016;40:1538-1549



Mixed Epithelial and Stromal Tumor
【予後】

•基本的に良性の経過を辿るが、稀に悪性転化を

来す場合がある。





Q.上皮成分少なくない？

Arch Pathol Lab Med. 2005;129:910–914



結語

•腎臓の稀な腫瘍であるMixed Epithelial and Stromal 
Tumorを経験した。

•MESTは上皮成分と間質成分が増生する腫瘍だが、
間質成分優位で上皮成分が乏しい例も認められてい
る。


